
沖縄本島付近の気温分布に関する小気候的特徴

間の年平均気温傾度を比較した（第3表）．これによる

と，南端の緯度の年平均気温については対象地域の方が

北半球平均よりやや高い．又，南北傾度についても対象

地域の方が北半球平均より大ぎく，特に本島地点群の気

温傾度は兆半球平均の約3倍になっている．このことは，

従来沖縄本島は海洋上の小孤島としてその存在がかえり

みられず，付近の気候に与える影響が無視されがちであ

るが，南北傾度を考える場合はその点に注意を喚起する

必要があることを暗示している．

　5．むすび

　ここで得られた気温分布は様々の地形環境下の，5～

20km・間隔をおいて設定された旧区内観測所の観測網

でとらえられたものである．この観測網から脱落する地

形及びその他の要素の影響を反映するより高密度の観測

網の結果を解析するならここでえられた気温分布に多々

の変更を加える必要が生ずるであろう．

　得られた気温分布をもたらす要因として冒頭で列記し

たごとく諸々の事象を考えることが出来るが，これらの

事象が気温分布に及ぽす影響を要因別に定量的に評価す

ることは極わめて困難と思われる．海抜高度，海洋への

接近度，地形の3つの要因を例にとってもわかるように，

それぞれの因子の気温へ及ぼす影響の程度に優劣を決

めることすら困難である．これは，一つには，棒状に細
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長く延びた本島両側が観測資料に欠乏した広大な海洋に

面しているため，諸変量の変動の範囲を二次元的に広く

とることが出来ないこと，叉もう一つには，地上被覆状

態や局地の気象要素にその例を見るように，気温分布と

かかわりをもつ諸要因について，沖縄全域的なひろがり

における観測評価の例が少いことにあると思われる．こ

こでは，この面の定量的な研究調査の困難性からとりあ

えず逃れて，気温分布の要因として考えられるものにつ

いて定性的に考察した．
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昭和50年度松永賞受賞候補者推薦依頼について

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　松永記念科学振興財団から松永賞（自然科学部門）の

受賞候補者の推薦方依頼がありましたので，推薦方を希

望する会員または他会員を推薦しようとする会員は，下

記要項に従って，候補者氏名；生年月日；推薦会員氏

名；連絡先（郵便番号，宛先，電話番号）を記入し，担

当理事　奥田　穣（〒166東京都杉並区高円寺北4丁目

35－8，気象研究所台風研究部，Tel．03－337－1111）

に申出下さい．推薦の選定は常任理事会で行います．

　　松永賞推薦要項

　1．1件を推薦し，日本気象学会締切は6月20日（担

当理事必着）とする．

　2．自然科学（理学・工学）の分野における基礎的研

究で，学術上の業績の顕著なもの，個人研究でも共同研

究でもよい．

　3．対象者は大学に在職し，昭和5年12月1日以後に．

生れたもの．

　　　　　　　　　ロ
　4．賞は1口100万円と．し，本年度は3名以内を予定

する．
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